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2023年12月期 第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2023年１月30日に公表した2023年12月期第２四半期累計期

間（2022年12月21日～2023年６月20日）の業績予想を下記のとおり修正することを決議いたしました

ので、お知らせいたします。 

記 
 

１．2023年12月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 損 益 経 常 損 益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純損益 

１株当たり 

四半期純損益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 1,820 △84 △86 △86 △14.59 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 1,761 △61 △41 △33 △5.68 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △58 23 44 52 － 

増 減 率 （  ％  ）  △3.2 － － － － 

（参考）前期第２四半期実績 

（2022年12月期第２四半期） 
1,764 △24 18 10 1.82 

 
２．修正の理由 

第２四半期累計期間の連結業績予想数値については、鏡面研磨機事業において研磨機の販売は

想定を上回ったものの、テストシステム事業において企業の設備投資に対する慎重姿勢から、通

電検査機の海外市場向け案件が想定どおり進捗しなかったこと及び電子基板事業においてＦＰＣ

試作案件の受注が想定どおり進捗しなかった影響から、売上高は当初予想を下回る見込みであり

ます。損益については、鏡面研磨機事業において売上高が当初予想を上回ったこと並びに人件費

や広告宣伝費等の販売費及び一般管理費が想定を下回った影響から、営業損益、経常損益及び親

会社株主に帰属する四半期純損益は当初予想から損失が縮小する見込みであります。 

なお、通期の連結業績予想については、足元の損益は当初予想を上回って推移しているものの、

売上高計画の達成見込み状況等が現時点では不透明であることから、2023年１月30日に公表した

当初予想は据え置くことといたしました。今後、業績動向を踏まえ修正の必要性が生じた場合に

は、速やかに開示いたします。 

 

３．2023年12月期配当予想 

第２四半期末配当金及び期末配当金については、2023年１月30日付当社「2022年12月期 決算

短信〔日本基準〕（連結）」からの変更はありません。 

 

※本業績予想等については、現時点で入手可能な情報及び合理的と考える一定の前提に基づき判断

した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等の

様々な要因により、予想数値と大きく異なる可能性があります。 

以 上 


